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136 名

1,980 kg

2,439 ｔ

有

４．企業・団体の
　　概要

コープこうべの明石・淡路・加印（稲美・播磨・加古川・高砂）エリ
アの組合員活動の支援拠点。地域のつながり、活動の仲間づくりを通
して住み続けられるまちづくりをめざしています。 問合せ先

団体名：生活協同組合コープこうべ
担当課：第6地区本部
電　話：078-935-7180
メール：maruyama@kobe.coop.or.jp
担当者：丸山　良成５．連携希望

フードドライブの取り組みについて、学校の出前講座や市民の
ゴミ削減の啓発と提携したい。

(3)

取組の趣旨・目的 具体的な取組内容 目標値 達成年

持続可能な社会づくり向け、組合員・職員が「脱プラス
チック」に向け、具体的な行動を進める。

①使い捨てプラスチックの使用削減、②代替への切り替え
やリサイクル活動の推進、を生協が率先して取り組むこと
で地域社会全体への取り組みへと発展させる。

2030年

コープこうべ全体で
2017年度比25%以上削
減

1,829 ｔ

当初値（2020年度）

(2)

取組の趣旨・目的 具体的な取組内容 目標値 達成年

貧困・飢餓をなくし、健康と福祉に貢献するとともに、
食品ロス削減によるゴミ削減により気候変動を防ぎ、海
の豊かさを守る。

フードドライブの取り組みにより、食品ロスの削減と、必
要とされる人々への寄贈をすすめる。店舗での販売期限切
れ要冷食品のスキーム構築にチャレンジをする。店舗での
販売期限切れ要冷食品の同時にフードドライブを通じ、食
品購入行動の環境への影響の啓蒙活動を強める。

2026年

年間の寄贈量（2020
年度比約200％）

2,000 kg

当初値（2020年度）

３．重点的な取組

(1)

取組の趣旨・目的 具体的な取組内容 目標値 達成年

生活必需品のお買い物困難者への移動支援による住み続
けられるまちづくり。健康と福祉に貢献するとともに、
乗り合いによるCO2排出削減や社会からの孤立防止・高
齢者の見守りに貢献する。

明石市内における「買いもん行こカ―」の充実
・コープ大久保、西明石、魚住店での利用者を増やす
・コープ朝霧、大蔵谷店での本格運用（2022年度～）

2030年

登録者数
／車両１台当たり

150 名

当初値（2020年度）

2023年度あかしＳＤＧｓパートナーズ取組計画書

生活協同組合コープこうべ　第6地区本部 記入日 2023年(令和5年)4月12日

１．2030年までに
  達成したいこと

①人と人がつながり助け合える。
②すべての人々が健康でいきいきとした毎日を過ごすこ
とができる地域社会をつくる。
③持続可能なまちと自然の共生ができる地域づくり。
④みんなが安心して生活できる地域づくり。

２．目指す
　ゴール

様式 2
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